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１．趣旨

アイヌ政策推進会議「民族共生の象徴となる空間」作業部会報告（平成２３年６月）

に基づき、「民族共生の象徴となる空間」に設置される文化施設における博物館の整備

・運営に関する調査検討を行い、基本構想等を策定するため、「民族共生の象徴となる

空間」における博物館の整備・運営に関する調査検討委員会（以下「調査検討委員会」

という。）を設置する。

２．調査検討委員会の任務

博物館の整備・運営に係る以下の事項について、調査検討を行い、基本構想等を策定

する。

（１）博物館の基本的コンセプト

（博物館の目的及び性格、展示方針・方法、他の博物館等のネットワーク形成の在

り方等）

（２）展示、人材養成及び調査研究等の機能の在り方

（３）整備・運営の在り方

（整備・運営主体及び既存施設の活用方針等）

（４）施設整備の規模及びスケジュール

（５）その他博物館の整備・運営に関し必要な事項

３．調査検討委員会の組織

（１）調査検討委員会は、別紙に掲げる委員で組織する。

（２）調査検討委員会に座長を置き、委員の互選によりこれを定める。

（３）座長が必要と認めるときは、構成員を追加し、または関係者に出席を求めること

ができる。

（４）座長に事故等があるときは、委員のうちから座長があらかじめ指名する副座長が

その職務を代理する。

４．専門部会

（１）調査検討委員会は、専門的な事項を調査検討させるため、必要に応じ、専門部会

を設置することができる。

（２）専門部会には、臨時委員を置くことができる。

（３）臨時委員は、当該専門的な事項に関し学識経験のある者のうちから、座長が指名

する。

５．庶務

調査検討委員会の事務は、関係機関の協力を得て、文化財部伝統文化課において処理

する。

６．その他

この要項に定めるもののほか、会議の運営に関する事項その他必要な事項は、座長が

定める。
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